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1 取扱説明書に関する注記 
 

取扱説明書ならびに同梱の文書は、初めての初期試運転を行う前に読み、後からも使え

るように保管し、オペレーターがいつでも手に取れる状態でなくてはいけません。取扱説明

書の順守を怠ると、人身事故や物的損傷につながるおそれがあります。 

本取扱説明書は、www.meiko.info または https://partnernet.meiko-global.com にてダウ

ンロードできます。 
 

1.1 製品の識別 
 

本ハンドブックは以下の機種に適用されます: 

フライトタイプ食器洗浄機 M-iQ 

B-S ** (*) (V*) (N**) P* 

B-M ** (*) (V*) (N**) P* 

B-L ** (*) (V*) (N**) P* 

B-XL ** (*) (V*) (N**) P* 

 
 

1.2 納入品目 
 

納入品の内訳: 

• フライトタイプ食器洗浄機 MEIKO M-iQ B  

• 関連文書 (詳細は付属の文書を参照) 
 

1.3 該当する文書 
 

本取扱説明書のほかにも、ユーザーの認証状況に応じて利用可能な文書が存在します: 

オペレータ/運営会社 (納品範囲に含まれています) 

• EC/EU適合宣言書 

• 簡易版取扱説明書 

• 清掃の手順書 (簡易版) 

• 配線図 

• スペアパーツリスト 

• 組立計画 (事前) 

• 設置計画 (内容はオーダーごとに異なり

ます) 

認証を受けたサービスエンジニア 

• サービスマニュアル 
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1.4 表示規則 
 

1.4.1 警告情報 

 
 

 危険 – 順守を怠ると重傷または致死に至る、差し迫った危険を意味しています。 

 

 警告 – 順守を怠ると重傷または致死に至るおそれのある、起こり得る危険を意味して

います。 

 

 注意 – 順守を怠ると軽傷から中程度の怪我、または物的損害に至るおそれのある、

起こり得る危険を意味しています。 

 
 

1.4.2 使用上の注意 

 
 

 

注記 - 製品およびその使用に関する便利で重要な情報を意味しています。 

 
 

1.4.3 マークアップエレメント 
 

本文書で使用されるマークアップエレメントの説明: 

 次の作業指示に必要なツール。 

 次の作業指示のために満たすべき前提条件。 

1. 連続した作業手順。 

 個々の作業ステップにおける中間結果。 

 作業指示の結果。 

 中点 (•) は列挙を意味します。 

[ ] 角括弧内の語はボタンの名称です。 

(1) テキスト内で括弧に囲まれているアイテム番号は、図中のアイテム番号を指していま

す。 
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1.4.4 記号 
 

 
 

取扱説明書を読む 

 
 

機器を無通電状態に切り換える 

 
 

電気製品を家庭ごみと一緒に捨てないこと 

 

 

等電位ボンディング接続 

 
 

製造日 

 
 

製造元 

 
 

注意 

 
 

 
図 

1.4.5 図 
 

本書に掲載されている図は、必ずしも現物や縮尺に忠実ではありません。図や表現は、た

とえば製品の変更により、事実や理解しやすさを損なうことなく、現物とは異なっている場

合があります。 

 
 

2 適合宣言 
 

本セクションは、本製品のEC/EU適合宣言書の内容を転載したものとなります。製品には

署名されたEC/EU適合宣言書 (シリアル番号付き) が同封されています。 

 
 

弊社は、本製品がこのEC指令の必須要件に適合していることを、自らの責任においてこ

こに宣言します: 
 

• 2006/42/EC 機械指令、OJEU L157/24 
 

さらに弊社は、本製品が以下のEU指令に適合していることを宣言します: 
 

• 2014/30/EU 電磁両立性に関する指令、OJEU L96/79、2014/03/29 
 

• 2011/65/EU 電気 電子機器における特定の有害物質の使用制限に関する指令、

OJEU L174/88、2011/07/01 
 

• 2014/35/EU 低電圧指令(OJEU L96/357、2014/03/29) 
 

• 2014/35/EU 低電圧指令 (OJEU L96/357、2014/03/29) の保護目的は、機械指令

の付属書I、No.1.5.1に準拠しています。 
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3 安全性 
 

3.1 規定に従った使用 
 

フライトタイプ食器洗浄機 M-iQ Bは、食器、カトラリー、トレイ、グラス、調理器具、および

ベーキング用トレイ専用の業務用食器洗浄機として設計されています。 

食器は、業務用食器洗浄機における使用、およびそれに伴う高温および洗浄用ケミカル

製品による負荷に対応できるものでなくてはいけません。 

ケミカル製品のサプライヤーと相談し、適切な洗浄用ケミカル製品と投入量を決定してくだ

さい。 

このフライトタイプ食器洗浄機を操作できるのは、指導 訓練を受けたスタッフのみです。 

このフライトタイプ食器洗浄機は、完全に問題なく機能する状態でのみ運転することが許さ

れます。 

このフライトタイプ食器洗浄機は、環境条件として挙げられている制限値の範囲内でのみ

運転することができます。 

このフライトタイプ食器洗浄機は、爆発の危険がある環境で運転してはいけません。 

外部投入システムの組立て、設置、修理および接続を行えるのは、認可された専門家、も

しくは投入システムのサプライヤーのみです。• 外部投入システムにより、フライトタイプ

食器洗浄機の安全性に悪影響が及んではいけません。その他の変更や改造は許可され

ていません。 
 

3.2 予見可能な誤使用 
 

以下の目的で食器洗浄機を使用してはいけません: 

• 電気機器の洗浄。 

• テキスタイルの洗浄。 

• 生き物の洗浄。 

• 食品の洗浄/調理。 

• 食品と接触しない器物の洗浄 (灰皿やロウソク立てなど)。 

• 鉄分を含む、耐腐食性に優れていない器物の洗浄 (スチールたわし、グリル網な

ど)。 

• アルミニウム製部品の洗浄（必ず適切な洗剤を使用すること)。 

• 木製の器物の洗浄。 

• 予備洗浄に手洗い用洗剤を使うこと。 

• 外部のソース (ハンドスプレーなど) で洗浄機を充填すること。 

• 洗浄機を通して汚水を廃棄すること (雑巾用バケツの水など)。 

• 機械の部品や機械の上に立ったり、座ったりすること (昇降用具として使うこと)。 
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3.3 安全に関する注意事項 
 

この製品は、最新の安全技術に応じた規制 規格に従って製造されています。それにもか

かわらず、製品の使用時に、機能の特性により使用者または第三者の生命や身体に危険

を及ぼすおそれがあります。従って、製品を使用する前に、以下の安全に関する注意事項

を読み、これを遵守してください。 

 
 

リンス剤と洗剤は、健康に害を及ぼすおそれがあります！ 

リンス剤または洗剤に接触すると、皮膚刺激や重度の眼の刺激を引き起こすおそれがあ

ります。 

• 製造元の安全データシートと安全に関する注意事項を順守してください。 

• リンス剤や洗剤を取り扱う際は、保護手袋と安全眼鏡を着用してください。 

• 洗剤とリンス剤を取り違えないでください。 

 
 

通電部品による感電！ 

ハウジング部品が開いていると、通電部品に自由に触れることが可能です。通電部品に

触れると、深刻な感電を引き起こし、スタッフが負傷 死亡するおそれがあります。 

• 電気システムでの作業は、MEIKOの認証を受けたサービスエンジニアか有資格の専門

ワークショップが行ってください。 

• ハウジング部品を開くときは、必ず事前に主電源を切り、再び電源が入らないように

固定してください。 

• 絶縁体や電気システムのコンポーネントが損傷した場合は、直ちに修理してくださ

い。 

• 損傷した主電源ケーブルは直ちに交換してください。 

• 電源プラグで接続する場合は、電源プラグに常に自由に手が届くようにしてください。 

 
 

液体が漏れてスリップする危険ががあります！ 

運転中、液体が漏れて床に落ちることがあります。スリップする危険があります！ 

• 液体が溜まらないよう注意してください。 

• 常に適切な安全靴を履いてください。 

 
 

個人用保護具を着用してください！ 

個人用保護具がないか不適切だと、健康被害や人身事故のリスクが高まります。 

• それぞれの用途に応じた個人用保護具を決定し、用意してください。 

• 適切な正規の状態にあり、効果的な保護を提供する個人用保護具のみを使用してく

ださい。 

• 個人用保護具はその人に合わせて調整してください (サイズなど)。 

• 個人用保護具には以下のようなものがあります: 

– 作業用手袋 

- 安全靴 

– 安全眼鏡 

- 防護服 
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適切な衣服を着用してください！ 

ゆったりとした服装は、回転部品に引っかかったり巻き込まれたりする危険性や、突起部

に引っかかる危険性を高めます。これにより、人員が重傷を負うおそれがあります。 

• 体にぴったりとフィットする衣服を着用します。 

• リング、ネックレスやその他のアクセサリーは絶対に身に着けないでください。 

• ロングヘアの場合はヘアネットを着用します。 

• 丈夫な靴または作業用の保護靴を履きます。 

 
 

安全マークや安全標識は判読可能な状態に維持してください！ 

機械の安全マークや安全標識は、危険箇所における危険を警告するものであり、機械の

安全装備の重要な構成要素です。安全マークや安全標識がないと、スタッフが重傷を負っ

たり、または死亡したりする危険が増大します。 

• 汚れた安全マークや安全標識はきれいに清掃してください。 

• 損傷し、認識できなくなった安全マークや安全標識は、直ちに新品に交換してくださ

い。 

 
 

保護装置の機能を正常に維持してください！ 

保護装置が欠けていたり損傷していたりすると、スタッフが重傷を負ったり、または死亡し

たりするおそれがあります。 

• 損傷した保護装置は直ちに新品に交換してください。 

• 保護装置が損傷した場合は、機械を停止させてください。 

• 保護装置は決して改ざんしたり、迂回させたり、無効化したりしないでください。 

• 初期試運転の前に、解体した保護装置やその他の部品を組み立て、保護位置に持

ってきてください。 

 
 

水は高圧で噴出する可能性があります！ 

給水部分での作業を行う前に、供給パイプのストップバルブを閉め、給水を減圧してくださ

い。 

 
 

長時間の静止状態では雑菌が発生する可能性があります！ 

機械を長期間使用しないと、健康に有害な細菌が水道管内に発生する可能性がありま

す。 

• 細菌の発生を防ぐため、運転の再開時や長期停止後は、配管を念入りに洗浄してく

ださい。 

 
 

設置には、許可されているコンポーネントと材料のみを使用してください！ 

飲料水の水質を確実に維持するため、設置の際にはその地域で適用される規制を遵守し

てください。給水ラインと機械の本機のエアギャップの間には、許可されている適切なコン

ポーネントと材料のみを使用してください。 
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3.4 安全装置 
 

3.4.1 緊急オフ機能 
 

 

 

主電源絶縁装置（メインスイッチ）は非

常停止装置として設計されています。非

常停止はシステムへの電源供給を遮断し

ます。再びスイッチが入らないように保

護することができます。 

非常停止装置はスイッチキャビネットに

設置されています。いつでも簡単にアク

セスでき、障害物がないようにしてくだ

さい。 

 
 

3.4.2 緊急停止機能 
 

 

 

緊急停止ボタンを押すと、モーターおよび

ユニットへの電力供給は直ちに遮断されま

す。緊急停止ボタンが押されたことを示すメ

ッセージがディスプレイに表示されます。 

故障の原因を取り除いたら、緊急停止ボタ

ンを回してロックを解除します。 

緊急停止ボタンは、いつでも容易にアクセ

スでき、障害物がない状態でなければいけ

ません。スイッチをオフにするために緊急

停止ボタンを使ってはいけません！ 

 
 

3.4.3 ベルトリミットスイッチ 
 

ベルトリミットスイッチは、ベルト搬送部の端にある安全装置です。食器が取り除かれない

と、ベルトリミットスイッチが作動します。その結果、コンベアベルトは直ちに停止し、すすぎ

サイクルは中断されます。食器が取り除かれると、コンベアベルトが再び動き出し、すすぎ

サイクルは再開されます。 
 

3.5 安全マークと安全標識  
 

3.5.1 使用されている安全図記号の説明 
 

この章では、製品に貼付されている安全マークの安全図記号について説明します。 
 

 
 

危険な電圧に関する警告 

 
 

  

予備洗浄に手洗い用洗剤を使用しないでください。 

ステッカーは洗浄機に同封されています。洗浄機の投入ゾーンのはっきりと

見える位置に取り付けてください！ 
 
 

  



12 / 54  9019638 
 

3.5.2 安全マークの位置 
 

この章では、製品に貼付されている安全マークの位置を示します。 
 

 

 
 
 

3.6 危険な状況が発生した場合 
 

 

• 危険な状況では、緊急停止を押すか、または現場の主電源を無電圧状態に切り替え

てください。 
 
 

蒸気加熱または温水ポンプ式加熱の洗浄機のみ: 

蒸気放出が激しい場合は、近づくと火傷の危険があります。蒸気供給/ポンプ給湯は、洗

浄機側側の蒸気遮断バルブで閉じるのではなく、現場の遮断装置で閉じてください。 
 

3.7 スタッフに対する要件 
 

MEIKO製品の初期試運転、指導、修理、メンテナンス、取付けおよび設置を実施すること

が許可されているのは、認定サービスパートナーのみです。 

 

運転中は、以下を確認してください: 

• 十分に研修を受け、ブリーフィングを受けたスタッフのみが機械で作業すること。 

• 操作、メンテナンスおよび修理を担当するスタッフの管轄範囲を明確に区分するこ

と。 

• 見習いスタッフは、経験のあるスタッフの監督下でのみ機械での作業を実施するこ

と。 

 

本文書における有資格のスタッフとは、次の条件を満たす者のことです: 

• 15歳以上であること。 

• 自身が受けた研修、経験および指示を基に、必要とされる作業を実施できること。 

• システム安全の責任者から、必要な作業を実施する権限を付与されていること。 

• 取扱説明書及びそれに相応する安全に関する注意事項を読んで理解し、これを順守

していること。 
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機械における特定の作業を実施するために必要な資格は、MEIKOによって規定されてい

ます: 
 

スタッフ 指示を受けた操作ス

タッフ 

MEIKOから認証を受けた

社内技術者 

MEIKOから認証を受けた

サービスエンジニア 作業内容 

運転、操作 ✓ ✓ ✓ 

洗浄 ✓ ✓ ✓ 

安全装置の点検  ✓ ✓ 

トラブルシューティング ✓ ✓ ✓ 

トラブルシューティング (機械

系） 
✓ ✓ ✓ 

トラブルシューティング (電気

系） 
 ✓* ✓ 

メンテナンス  ✓ ✓ 

修理  ✓ ✓ 

* 電気専門スタッフとしての研修を修了しています 

 
 

 

注意事項 

指示は書面によって承認される必要があります。 

 
 

4 製品説明 
 

4.1 機能説明 
 

M-iQ Bは、さまざまな食器の洗浄 乾燥を行うフライトタイプ食器洗浄機です。 

食器洗浄機のサイズと仕様は、それぞれの要件に応じて構成することが可能です。 

洗浄機は新鮮水で満たされ、運転温度になるまで加熱されます。洗浄機は連続モードで

作動します。 

すすぎゾーンへの新鮮水の供給と、MEIKOの特殊は技術により、洗浄水は常時再生され

ます。 

食器は投入セクションで自動的にタイミングが調整されてセットされるか、または手動で洗

浄機のコンベアベルトに載せられて、食器洗浄機のさまざまなゾーンを通って搬送されま

す。 

洗浄された食器は、洗浄機の取り出しセクションで手作業で取り出されるか、自動的にタイ

ミング調整されて取り出されます。 

洗浄機の操作は、コントロールキャビネットのガラス製操作パネルで行います。 
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4.2 概要表示 
 

4.2.1 洗浄機 
 

 フライトタイプ食器洗浄機 M-iQ B 

 

 

 

 

1 投入セクション 

2 前洗浄タンク (WTV) 

3 コンタクトプラスゾーン 

4 洗浄タンク (WT) 

5 ポンプすすぎ (PKSP) 

6 緊急停止機能付き主電源 (電気系統遮断装置) 

7 コントロールキャビネット 

8 乾燥 

9 取り出しセクション 

10 信号ランプ 

11 ガラス製操作パネル 

12 緊急停止ボタン（オプション） 

13 排気ヒートリカバリー (WRG) 
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4.2.2 投入セクション 
 

 投入セクション 

 

 

 

 

1 クリーニング用フラップ 

2 投入セクションのストレーナー 

3 緊急停止ボタン（オプション） 

4 メンブレンキーパッド（オプション） 

5 カーテン 

6 コンベアベルト  
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4.2.3 洗浄タンク 
 

 

 

 

1 ドア 

2 コンベアベルト 

3 洗浄システム (下) 

4 洗浄キャップ 

5 タンクカバー網 

6 ストレーナーバスケット 

7 タンク排水ストレーナー 
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4.2.4 取り出しセクション 
 

 取り出しセクション 

 

 

 

1 ガラス製操作パネル 

2 緊急停止ボタン（オプション） 

3 緊急停止機能付き主電源 (電気系統遮断装置) 

4 コントロールキャビネット 

5 銘板 

6 クリーニングフラップ 

7 ベルトリミットスイッチ 

8 コンベアベルト 

9 追加乾燥 

10 乾燥 

11 信号ランプ 
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4.3 ガラスコントロールパネル 
 

 

 

 
• 黒い部分: 操作エリア 

• 白い部分: ディスプレイ 
 

ソフトキー  

4.3.1 ステータス表示 
 

 記号 名称 説明 

 

 

洗浄機 オフ 洗浄機はオフになっていますが、

無通電状態ではありません。 

 

 

充填 洗浄機のタンクが充填されます。 

 

 

充填/加熱 洗浄機のタンクが充填され、水が

運転温度になるまで加熱されま

す。 

 

 

加熱 水が運転温度になるまで加熱さ

れます。 

 

 

使用準備完了 最小充填量と運転温度に達して

います。 

 

 

洗浄中 洗浄運転を実行中です。 

 

 

サイクル休止 洗浄ポンプがオフになり、最終す

すぎが停止し、乾燥温度が下げら

れます。 

 

 

食器の渋滞 故障によるベルト搬送が停止しま

す。 

  
時間表示 

 

ステータスが  

洗浄機 オフの場合のみ表示 

 
 

タンク温度 

WTV:  前洗浄タンク 

WT: 洗浄タンク 

PKSP: ポンプすすぎ 

TR: 乾燥 

KSP: 新鮮水による最終すすぎ 
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4.3.2 ボタン 
 

 ボタン 説明 

  

[オン/オフ]: 

• 充填/加熱 オン 

• 洗浄機 オフ 

 

 

[洗浄運転 オン]: 

• 選択した洗浄プログラムを開始します。 

• 洗浄機の使用準備が完了していることが表示されます。 

洗浄機のステータス: 

緑に点滅:  充填/加熱が有効 

• 青く点灯:  使用準備完了 

緑に点灯: 洗浄運転 

 

 

[ソフトキー]: 

• 機能は各ボタン横のディスプレイに表示されます。 

洗浄機のステータス: 

青く点灯:  機能が選択可能 

緑色に点灯:  機能が有効 

 
 

[洗浄休止]: 

• 洗浄運転を短時間中断 

洗浄機のステータス: 

青く点灯:  機能が選択可能 

 
 

[サービスアクセス]: 

• ログインして権限を拡張 

 
ソフトキー  
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4.3.3 ソフトキーのレイアウト  
 

 記号 名称/機能 

 
 

[洗浄プログラム] 

• 選択されている洗濯プログラムの表示 

 
 

ナビゲーション [上へ］ 

• 上へナビゲートして選択します。 

 
 

ナビゲーション [下へ］ 

• 下へナビゲートして選択します。 

 
 

ナビゲーション [左へ］ 

• 左へナビゲートして選択します。 

 
 

ナビゲーション [右へ］ 

• 右へナビゲートして選択します。 

 
 

[確定する］ 

• 選択を確定します。 

 
 

[プラス] 

• 値を増やします。 

 
 

[マイナス] 

• 値を減らします。 

 
 

[進む］ 

• 次のページ/次のフィールドに移動します。 

 
 

[戻る] 

• 変更せずにメニュー項目を閉じます。 

 
 

[ポンプ排水] 

• セルフクリーニング機能/排水メニューに移動します。 

 
 

[i-menu] 

• 現在の洗浄機の設定を表示します。 

 
 

[ホーム] 

• メインメニューを表示します 

 
 

[タイマー］ 

• タイマーでの充填を設定します 

 
 

[詳しい注意事項］ 

• 追加の注意事項を表示します。 
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4.3.4 i-menu 
 

この表では、i-menuのメニュー項目と、それぞれの場合に必要な権限レベルを説明してい

ます。 
 

ログインなしのメニュー項目 

 記号 説明 

 
 

言語 

表示言語を選択する 

 
 

投入セクション 

フラップスイッチのステータス表示 

 
 

吸引 

ブロワーのステータス表示 

 

 

前洗浄タンク 

表示内容: 

• 温度 

• 水位 

• 加熱のステータス 

• ドアスイッチのステータス 

 

 

洗浄タンク 

表示内容: 

• 温度 

• 水位 

• 加熱のステータス 

• ドアスイッチのステータス 

 

 

熱消毒 (オプション) 

表示内容: 

• 温度 

• 水位 

• 加熱のステータス 

• ドアスイッチのステータス 

 

 

ポンプすすぎ 

表示内容: 

• 温度 

• 水位 

• 加熱のステータス 

• ドアスイッチのステータス 

 

 

すすぎ 

表示内容: 

• 温度 

• 流量 

• 加熱のステータス 

• リキッドクーラーのステータス (オプション) 
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 記号 説明 

 

 

乾燥 

表示内容: 

• 温度 

• 加熱のステータス 

• ドアスイッチのステータス 

 
 

熱交換器 (オプション) 

表示内容: 

• 温度 

• 加熱回路の圧力 

 
 

取り出しセクション 

フラップスイッチのステータス表示 

 

 

搬送 

表示内容: 

• 温度 

• 加熱のステータス 

• ドアスイッチのステータス 

コンベアベルトを逆行させる (権限レベル1以上) 

 

 

稼働時間 

表示内容: 

• メンテナンス間隔 

• GiOフィルターの交換間隔 (オプション) 

• 稼働時間 

 
 

消費 

水消費量の表示 

 

 

運用日誌 

表示内容: 

• アーカイブ化された稼働時間 

• イベントなど 

プロトコルエントリーの作成 

 

 

一般 

表示内容: 

• ソフトウェアバージョン 

• 洗浄機のシリアル番号 

• 機種 

 

  



 

9019638  23 / 54 
 

権限レベル1以上のメニュー項目 

 記号 説明 

 
 

搬送 

コンベアベルトの逆走 

 

 

グローバル (洗浄機) 

設定内容: 

• セルフクリーニング機能パラメーター 

• ブルートゥース通信 

• 制限された稼働 

 

 

セットアップ 

設定内容: 

• 測定単位 

• 日時 

• 週間プログラム (時刻) を設定します。 

 
 

ネットワーク 

ネットワーク情報の表示 

  

ゲートウェイ 

ゲートウェイ情報の表示 

パラメーター設定。 
 

 
 

4.4 操作要素 
 

4.4.1 メンブレンキーパッド 
 

オプションで、食器洗浄機には追加のメンブレンキーパッドが装備されています。メンブレ

ンキーパッドは、供給トンネルの片側または両側にあります。選択されたプログラムのLED

が点灯します。 
ガラス製操作パネルで、その他にもプログラムを選択できます。  

 

 

1 オン/オフまたは洗浄プログラム 

2 洗浄プログラム 

3 洗浄プログラム 
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4.5 洗浄プログラム 
 

機械バージョンに応じて、食器洗浄機では1つまたは複数の洗浄プログラムが利用可能で

す。プログラムの選択は、ガラス製操作パネル、またはメンブレンキーパッドがある場合は

メンブレンキーパッドで行います。 

この表は、メンブレンキーパッドで選択する洗浄プログラムのプログラム記号の一覧です。 

 

 プログラム記号 洗浄プログラム 

 
 

オン/オフ 

 
 

洗浄プログラム V1 (DIN) 

 
 

洗浄プログラム V2 

 
 

洗浄プログラム V3 

 
 

皿/ボウル 

 
 

ガラス 

• 新鮮水による最終すすぎ 脱塩水 

• 新鮮水による最終すすぎ温度を65°Cに低減 

 
 

鍋/フライパン 

 
 

カップ 

• 新鮮水による最終すすぎの前洗浄トンネルが有効 (オプション) 

• 振動乾燥が有効 

• 冷却ゾーンが有効 (オプション) 

 
 

カップ+ 

• 振動乾燥が有効 

 
 

プラスチック/再利用可能 

• 振動乾燥が有効 

• 冷却ゾーンが有効 (オプション) 

 
 

コンテナ 

 
 

コンテナ+ 

• 振動乾燥が有効 

• 高圧ブロワーによる乾燥 
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4.6 自動クロック 
 

自動クロックでは、洗浄機内に食器があるときだけ、洗浄機がフルモードで動くようにしま

す。そうでない場合、洗浄機は一時的にスタンバイモードに切り替わります。 

供給トンネルにある食器検知システムは、入ってくる食器を検知します。食器検知機能が

一定時間作動しなかった場合、食器洗浄機はスタンバイモードに切り替わります: 

• ディスプレイに「サイクル休止」と表示されます。 

• 洗浄ポンプのスイッチがオフになります。 

• すすぎが停止します。 

• 乾燥温度が下がります。 

タンク加熱はスイッチがオンのままで、フルモードに切り替えるのに必要な最小温度を確

保します。 

食器が入ってきて食器検知機能が再び作動すると、洗浄機はフルモードに切り替わりま

す。ディスプレイの表示が、「洗浄中」に切り替わります。 
 
 

4.7 制限された稼働 
 

特に衛生要件の高い洗浄機では (熱消毒など)、洗浄機のコンベアベルトは特定のエラー

状況で停止します。たとえば、洗浄タンクの温度が設定値をかなり下回ったり、洗浄ポンプ

が故障したりした場合などがそれにあたります。 

そのようなエラー状況のでは、運営会社は「制限された稼働」（特殊な緊急運転) を稼動さ

せることができます。制限された稼働では、衛生上の制限が生じている可能性にもかかわ

らず、食器の搬送が許可されます。 

責任は運営会社が担います。 

制限された稼働の状態は、[i-menu] では緊急運転と呼ばれ、洗浄機のディスプレイでオン

/オフにできます。 

ディスプレイに制限された稼働 (メッセージ9) が表示されます。  

制限された稼働は運用日誌に記録されます。 
 

4.8 保護等電位ボンディング  
 

 

 

保護等電位ボンディング用のネジは、

PKSPタンクのパネル裏側にあります。位置

については、組立計画を参照してください。 

 
 

4.9 ブルーの操作コンセプト 
 

操作中や日常のクリーニングの際にオペレータが触れなければならない洗浄機の部品は

ブルーです。したがって、オペレータは簡単なブリーフィングの後、洗浄システム、タンクカ

バーストレーナーとフィルターを取り外してクリーニングする必要があることをすぐに知るこ

とができます。 
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4.10 オプション 
 

4.10.1 信号ランプ 
 

食器洗浄機は、オプションとして、1つまたは複数の信号ランプを備えており、さまざまな運

転状態を表示しています。食器洗浄機のバージョンに応じて、信号ランプはコントロールキ

ャビネット、供給トンネル、または排出トンネルに設置されています。ランプの構成は、固有

の要件に応じて異なります。 

信号ランプは、さまざまな色の複数のランプで構成することができます。食器洗浄機のさま

ざまな運転状態が、それぞれの色と光のモードによって表示されます。それぞれの意味

は、ランプの配置によって示されます。 
 
 

4.10.2 GiO-TECH 
 

GiO-TECHは逆浸透膜を利用した水処理技術です。GiO-TECHは、食器に残留する可能

性のある硬度形成物質や塩類をろ過し、取り除きます。 
 

ソフトキー  

4.10.3 Green Eye - 食器検知 
 

GreenEyeテクノロジーは、オフピーク時に新鮮水とリンス剤を大幅に節約してくれます。 

通過幅に応じて、フライトタイプ食器洗浄機にはトラックが2列、または3列あります。各トラ

ックは、供給トンネルの前面にある緑色のライトバーで示されています。  

食器洗浄機の投入セクションにあるGreenEye食器検知システムは、ベルトコンベアの幅全

体が食器で一杯になっているのか、それとも個々のレーンだけに食器が積載されているの

かを検知します。GreenEyeは、最大3本のトラックにて、個々の食器の間の隙間を同時に

検知し、隙間の幅が大きいとき (食器がないとき) には各トラックの新鮮水による最終すす

ぎを一時的に中断します。 

GreenEyeはひとつひとつの食器の間にできた隙間も分析します。稼働率が低すぎる場合

は、供給トンネルの緑色のライトバーが、食器を積載するトラックを1本減らすように洗浄ス

タッフに信号を送ります。食器が積載されなくなったトラックの上にある緑色のライトバーは

消灯します。このトラックでは、新鮮水による最終すすぎは一時中断されます。 

稼働率が上がると、必要なライトバーが再び点灯し、対応するレーンに再び食器を積載す

るよう知らせてくれます。 

 

 

 

1 トラックが2本ある投入セクションの緑の

ライトバー 

 
 

4.10.4 振動乾燥  
 

振動乾燥は、乾燥プロセスをサポートします。乾燥工程に入る前にベルトコンベアを振動さ

せることで、プラスチック部品から水滴を振り落とします。振動乾燥は以下の洗浄プログラ

ムで有効です: 

• カップ 

• カップ + 

• プラスチック/再利用可能 

• コンテナ + 
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4.11 作業場所 
 

作業場所は、投入セクションのバリエーションによって異なります: 

 

  

 
2つの作業場所を備えた標準の投入セクシ

ョン 

4つの作業場所を備えた、低い位置にある

投入セクション 

 
 

作業場所は、取り出しセクションのバリエーションによって異なります: 

 

 

 
2つの作業場所を備えたリミットスイッチ付

きの取り出しセクション 

 
 

5 テクニカルデータ 
 

各システムはお客様の需要に合わせてカスタマイズされているため、ここではほとんどの

特性について具体的な値は記載されません。それらの値は、オーダー固有の組立計画に

記載されています。接続に関するデータは、銘板でもご覧いただけます。次の特性は、組

立計画でご覧いただけます: 
 

 電源接続 

 電源接続 V/Hz 銘板を参照 

 電力消費 A 

 定格出力 kW 

 放出音 

 作業場での放射音圧レベル LpA  dB(A) 78 

 その他 

 機械脚 (Ø30 mm) あたりの床荷重 kg 最大200 

 
 

5.1 周囲条件 
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 周囲条件 

 運転温度 5～40°C 

 相対湿度 <95% 

 保管温度 5～40°C 

 設置場所の最大海抜 2000 m 
 
 
 

 
 

5.2 組立て場所の要件 
 

•• 保管場所および設置場所が常に不凍状態であること 

• 作業場所にノンスリップの床材を取り付けること 
 

5.3 給水接続部の要件 
 

• 新鮮水を現地の規則 (DIN EN 1717 など) に従った仕様で接続します。各給水ライン

には、現場にてオペレーターがアクセスし易い位置にストップバルブを設置してくださ

い。食器洗浄機は運転準備が完了した状態で設置し、さらに現場の電源に接続しな

ければいけません。 
 

• 軟水化装置や純水化カートリッジを使用する場合は、ストップバルブ、細目フィルタ

ー、逆流防止装置、パイプエアレーターも現場で用意します。 
 

• 新鮮水は微生物学的観点から飲用水の水質を有している必要があります。この条件

は処理水にも適用されます。 
 

• また、食器洗浄機には安全装置 (DIN EN 61770/ DIN EN 1717 などに準拠) が装備

されています。 
 

• 現場の配管/ストップバルブおよびホースは、システムに接続する前によくすすぎま

す。 
 

• 給水関係の配管およびコンポーネントには、凍結防止措置は施されていません。本

洗浄機の設置場所の気温が5°Cを下回る場合は、適切な防霜措置を講じてくださ

い。 
 

• 最小流れ圧力が低すぎる場合は、加圧ポンプで圧力を上げます。 

• 最大流れ圧力を超えている場合は、圧力調整器で圧力を制限します。 
 

 新鮮水接続 

 最小流れ圧力 電磁弁の上流で 250 kPa / 2.5 bar 

 

最大流れ圧力 電磁弁の上流で 600 kPa / 6.0 bar 

(デンマーク、スウェーデン、ノルウェー、フィ

ンランドでは1000 kPa / 10.0 bar) 

 
ヒートリカバリーを使用した場合の 

入口の最大水温 

12°C 

 
新鮮水によるバルブ制御の圧力範囲 350 kPa / 3,5 bar～800 kPa / 8.0 bar  

サージ圧力なし 
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 水質に関する一般要件 

 合計の硬度 最大3°dH 

 
塩化物含有量 最大50 mg/水 1 L 

（カトラリー用低合金鋼の場合の孔食防止のため） 

 

重金属 

鉄 

マンガン 

銅 

 

0.1 mg/L 水 

0.05 mg/L 水 

0.05 mg/L 水 

（この値を超えると、食器や洗浄機が変色する可能

性があります） 

 

塩（えん）の総含有量 

磁器/乳白ガラス 

ガラス 

ステンレススチール 

(電気伝導率で測定) 

最大400 µS/cm 

最大100 µS/cm 

最大80 µS/cm 

 
 

 逆浸透膜システム運転時の新鮮水の制限値 

 名称 値 

 伝導率 70～1000 µS/cm 

 水硬度 0～3°dH 

 供給温度 最小1°C ～最大25°C (水接続) 

 最小流れ圧力 組立計画を参照してください 

 最大圧力 組立計画を参照してください 

 粒子径 < 10 µm 

 鉄 < 0.1 mg/L 

 マンガン < 0.04 mg/L 

 塩素（遊離塩素） < 0.1 mg/L 

 過マンガン酸カリウム < 10 mg/L 

 シリカ < 10 mg/L 
 

 
 

5.4 排水接続部の要件 
•  

• 排水を DIN EN 12056 と現地での有効な規則に従った仕様で接続します。 
 

• 現場にトラップを用意します(詳細については、組立計画を参照)。 
 

• 食器洗浄機の使用目的に応じて、一般/地域の規制に基づいたグリーストラップを用

意します。 
 

• GiO-TECHを搭載した食器洗浄機では、GiO-TECHに付属する文書の追加要件を参

照してください。 
 

• 現場でのパイプ、シーリング材などの材料は、75℃までの耐熱性があり、酸やアルカ

リ（pH値3～12）に耐性がなければいけません。 
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5.5 建造物換気システムに対する要件 
 

• 食器洗浄機にはヒートリカバリーシステム（AirConcept）が搭載されているため、通

常、洗浄機の排気を現場の換気システムに接続する必要はありません。ただし、供

給される新鮮水が十分に冷たくない（12°C以上）場合は、排気接続を設置すること

をお勧めします。 
 

• 建造物換気システムは、その地域で有効な規定 (EN 16282 など) に準じ、必ず防水

性および防腐食性を考慮した仕様にしてください。 
 

• 排気には少量のエアロゾルが含まれている可能性があります。このため、排気は適

切な排気フィールドや排気口近くの排気フードを介して排出するようにしてください。 
 

• 排気温度と排気湿度は、運転状態（スタンバイモードなど）によって変化します。オー

ダー関連文書に記載されている室内負荷（温度/相対湿度）の仕様は、連続での洗

浄運転を前提にしています。 
 

• 排気を周囲の空間に引き入れる場合は、排出される風量流量を調整します。 
 

5.6 電気接続に関する要件 
•  

電気接続を現地の規則 (例: HD 60364-1 / IEC 60364-1 / VDE 0100-100) に従って設置

し、機械を設置者規則に準拠して電源に接続できるようにします。しかしながら、設置者規

則は国によって異なる可能性があります。機械とその追加装備は、現場の供給ネットワー

クおよび保護等電位ボンディングへの固定電気接続用に設計されており、それに応じたテ

ストを受けてから市販されます。 
 

ヒューズ保護とバックアップ保護 
•  

• 現地の状況と定格電流（銘板を参照）に従い、機械を別個にヒューズ保護された回路

（最終回路）として設定し、バックアップ保護が保証されるようにします。必要に応じ、

利用可能な接続バリエーションに注意してください！ 
 

主電源/電源コード 
•  

• 機械内に主電源がない場合は、設置者規則に準拠し、電源からの全極遮断機能を

備えた主電源を固定敷設の現場設備に組み込みます。主電源はオペレータがアクセ

スしやすい場所になくてはいけません。 
•  

• 各極のコンタクト開口幅は、過電圧カテゴリ III に適合している必要があります。 
•  

• 電源コードは、これが標準の製品納品範囲に入っていない限り、60245 IEC 57 標示

が付いた通常のポリクロロプレン被覆ケーブル (または他の同等の合成エラストマ

ー) よりも軽量ではなく、耐油性があり、被覆が施されたフレキシブルケーブルである

必要があります。 
•  

• トルクや被覆剥きしろ (ストリップ長さ) といった主電源に関するテクニカルデータは、

配線図を参照してください。 
 

電気的安全性 
 

• 機械の電気的安全性は、正しく取り付けられた保護接地線システムに接続されてい

る場合にのみ保証されます。この基本的な安全要件が確認されており、疑わしい場

合には有資格の電気技師が自家設備の点検を行うことは非常に重要です。 
•  

• システムやシステムと繋がっている部分 (テーブル、供給ユニット、ベルト) の保護処

置や等電位ボンディングの接続は、現地の規則および現地の電力会社の条件に従

った仕様にしてください。 
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6 輸送 
 

6.1 ハンドリフトまたはハンドトラックでの輸送 
 
 

 警戒 – 機械の転倒による怪我の危険 

• 輸送作業は、その作業資格のあるスタッフによってのみ実施が許されています。 

• 包装に記載されている安全に関する注意事項を順守してください。 

• 機械は原則的に木製梱包材を使用してのみ輸送を行ってください。 

• 保護手袋と安全靴を着用してください。 
 

 

 

 

梱包は、ハンドリフトまたはハンドトラックにて確実かつ安全に輸送できるように設計されて

います。安全な輸送のために、洗浄機は専用の木製木枠で梱包されています。 

• 輸送は慎重に行ってください。 

• 機械の輸送には必ず木製の梱包材を使用してください。  

• 梱包にある輸送上の注意事項を順守してください。 

• 機械は、輸送終了後に初めて梱包を解いてください。 
 

6.2 包装材の廃棄処分 
 

すべての包装材料はリサイクル可能な材料で作られています。以下の材料が適用されて

います： 

• 角材フレーム 

• プラスチックフィルム (PE フィルム) 

• 発泡材 

• 段ボール (エッジ保護) 

• 梱包用ストラップ (鉄帯) 

• 梱包用ストラップ (プラスチック (PP)) 

• 必要に応じ、 運搬用固定具 (ステンレススチール) 
 

 

 

 

7 組立てと初期試運転 
 

 

注意事項 

組み立ておよび水の接続は、専門人員のみが行うことができます。電気接続は、現地の

規制に従って、専門の電気技師のみが行うことができます。 
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8 運転/操作 
 

8.1 洗浄機のスイッチをオンにする 
 

► 取り外し可能な部品がすべて正しく挿入されています。 

1. 洗浄機のドアを閉じます。 

2. 給水の準備をします。 

3. 主電源のスイッチをオンにします。 

 システムステムが起動します。 

 起動プロセスが正常に完了すると、ディスプレイに「洗浄機 オフ」と表示さ れます。 

4. [オン/オフ] ボタンを押します。 

洗浄機が充填され、最小充填レベルに達すると加熱を開始します。 

 最小充填レベルと設定温度に達すると、ディスプレイに「使用準備完了」と表示されま

す。 
 

 
 

8.2 緊急停止のリセット 
 

► 緊急停止ボタンが押されています。 

1. 緊急停止の原因を取り除きます。 

2. 回転させて緊急停止機能をロック解除します。 

3. 安全装置が正しい状態にあるか点検します。 

✓ 洗浄機は使用準備が完了しています。洗浄運転を開始できます。 
 

8.3 洗浄運転の開始 
 

► ディスプレイには使用準備完了と表示されます。 

1. 希望の洗浄プログラムを選択します。 

 有効な洗浄プログラムの[ソフトキー]が緑色に点灯します。 

2. [洗浄運転 オン] ボタンを押します。 

 コンベアベルトルトと洗浄ポンプが始動します。 

 すすぎモードが作動し、コンベアベルトに食器を積載することが可能です。 
 

 
 

8.4 投入セクションでの作業 
 

• 食品廃棄物やゴミを廃棄します 

• トレイから食器を取り除き、食器洗浄機のベルトの上に置きます 

• カトラリーを片付け、カトラリートラックまたはM-iQのカトラリー用バスケットに置きます 

• トレイを食器洗浄機のベルトの上に置きます 

 

自動化のレベルに応じて、個々のタスクを省ける可能性があります（マグネットを使ってカ

トラリーをタブレットから持ち上げ、M-iQのカトラリートラックに投げ落とす「カトラリー持ち上

げマグネット」の使用時など）。 
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8.5 洗浄運転の一時中断 
 

► 洗浄運転が作動しており、ディスプレイには洗浄機 洗浄中と表示されています。 

1. [洗浄休止] ボタンを押します。 

 [洗浄休止] ボタンが消灯します。 

 [洗浄運転 オン] ボタンが青く点灯します。 

 洗浄機は使用準備完了状態に切り替わります。 

洗浄ポンプとコンベアベルトのスイッチはオフになりますが、タンク加熱は運転中のま

まです。 

洗浄運転は、[洗浄運転 オン]ボタンで再開できます。 
 
 

8.6 洗浄運転中に投入セクションのストレーナーを清掃する 
 

 注意 - 投入セクションのストレーナーを取り外した後、怪我をする危険があります 

• 洗浄機の開口部に手を入れないでください。 
 

汚れが多い場合などは、洗浄運転中に投入セクションのストレーナーを清掃することは可

能です。他のすべての清掃工程では、洗浄機のスイッチをオフにし、空にしておく必要があ

ります。 

1. 投入セクションのストレーナーを完全に引き抜きます。 

2. 投入セクションのストレーナーを空にし、清掃します。 

3. 投入セクションのストレーナーを挿入します。 

 投入口のストレーナーが清掃されました。 
 

8.7 機械の電源をオフにする 
 

1. [オン/オフ] ボタンを押します。 

 洗浄機のスイッチがオフになり、ディスプレイには洗浄機 オフと表示され、緑の信号

ランプが消灯します。 

2. [ポンプ排出] ソフトキーを押します。 

 セルフクリーニング機能 / 排水メニューが表示されます。 

3. セルフクリーニング機能または排水を選択し、[確定] ソフトキーで承認します。 

 洗浄機は空になります。 
 

 
 

8.8 設定の変更  
 

8.8.1 権限レベルの変更 
 

i-menuで設定を編集するには、権限レベル1を有効にする必要があります。 

 

注意事項 

洗浄機のステータスと現在の設定は、どの権限レベルでも閲覧できます。  

 

1. [サービスアクセス] ボタンを約3秒間押します。 

 コード入力のダイアログボックスが表示されます。 

2.権限レベル1のコード10001を入力し、[確定] ソフトキーで承認します。 

✓ 許可されている権限レベルが表示されます。 
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8.8.2 言語の設定 
 

1. [i-menu] を開きます。 

2. メニュー項目「言語」に移動します。 

 インストールされている言語が表示されます。 

3. ナビゲーションソフトキーを使って希望の言語を選択します。 

4. [確定]ソフトキーで選択を承認します。 

✓ 言語が設定されました。 
 

8.8.3 日付および時刻の設定 
 

► オペレータは権限レベル1でログインしています。 

1. [i-menu] を開きます。 

2. メニュー項目「セットアップ」に移動します。 

3.日付/時刻を選択し、[確定] ソフトキーで承認します。 

 日付/ 時刻のダイアログボックスが表示されます。 

4.必要に応じて 夏時間または標準時を選択します。 

5.[進む]ソフトキーを使用して入力フィールドに移動し、[プラス]と[マイナス]を使用して日

付と時刻を入力します。 

6. [確定] ソフトキーで入力を承認します。 

✓ 時刻が設定されました。  
 

8.8.4 タイマーの設定と有効化 
 

 

注意事項 

タイマー充填は、MEIKOの認証を受けたサービスエンジニアが解除作業を一度のみ行う

必要があります。 

 
 

 

注意事項 

タイマー充填は、主電源のスイッチがオンになっている場合のみ使えます。そのために

は、設定された時刻に人員が配置されている必要があります！ 

 
 

タイマー機能により、設定した時点で自動充填ができるようになります。 

 食器洗浄機のステータスは「洗浄機 オフ」です。 

 洗浄のために取り外したすべての部品（ストレーナー、ゴム栓など）が再び正しく装着

されています。 

 ドアが閉じられています。 

1. [タイマー] ソフトキーでタイマー機能を有効にします。 

 タイマー充填のダイアログボックスが表示されます。設定した充填時間が表示されま

す。デフォルトでは、翌日には最後に選択された時刻がプリセット（事前設定）されて

います。週間プログラムで組まれている時間がここで提案されます。 

2. 充填時間を変更するには、もう一度 [タイマー] ソフトキーを押します。 

 充填時間のダイアログボックスが表示されます。 

3. [プラス]、[マイナス]、[次へ] ソフトキーを使用して、希望の日付と充填時間を入力し

ます。 

4. [確定] ソフトキーで入力を承認します。 

 タイマー機能が作動します。設定した充填時間がディスプレイに表示されます。 
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8.8.5 タイマー充填の週間プログラムを設定する 
 

各曜日に、最大3つの時刻をプログラミングできます。これらはタイマー充填機能では提案

（サジェスチョン）として利用できます。プログラミングした内容は、機械のスイッチをオフに

した後も保持されます。 

 食器洗浄機のステータスは「洗浄機 オフ」です。 

 オペレータは権限レベル1でログインしています。 

1. [i-menu] を開きます。 

2. メニュー項目「セットアップ」に移動します。 

3. 週間プログラムを選択し、確定します。 

 選択ウィンドウ「週間プログラムのセットアップ」が表示されます。 

4. 希望の曜日に移動し、確定します。 

 選択した曜日のダイアログウィンドウで3つの時刻が表示されます。 

5. 変更する時刻を選択し、確定します。 

6. [プラス]、[マイナス]、[次へ] ソフトキーを使用して、希望の時間を設定し、有効化しま

す。 

有効化された時刻はチェックマーク付きで表示されます。 

7. 入力を確定し、必要に応じて選択した曜日の追加時刻を設定します。 

8. [戻る] ソフトキーを使って「週間プログラムのセットアップ」選択ウィンドウに切り替え、

他の曜日の時間を設定します。 

9. 最後に、ボタン (MEIKO) で権限レベル1を終了します。 

 タイマー充填機能の週間プログラムが設定されました。 
 

8.8.6 制限された稼働を有効化する 
 

► オペレータは権限レベル1でログインしています。 

1. [i-menu] を開きます。 

2. メニュー項目「グローバル (洗浄機)」に移動します。 

3. パラメータを選択し、[確定] ソフトキーで承認します。 

 パラメーターの選択ウインドウが表示されます。 

4. 制限された稼働を許可しますか？ を選択し、それから[確定] ソフトキーで承認しま

す。 

5. 照会を「はい」で確定します。 

✓ これを無効化するまでは、洗浄機は「制限された稼働」状態で作動します。制限され

た稼働は、洗浄機のスイッチをオフにして、再度オンにしても有効です。 
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8.9 トラブルに関するヘルプ 
 

以下のトラブルは、オペレータまたは社内技術者によって解消することが可能です。記載

されている故障が繰り返し発生する場合は、MEIKOの認証を受けたサービスエンジニアが

その原因を解明する必要があります。 

 故障 トラブル 考えられる原因 対策 

 
コンベアが静止す

る 

食器/トレイを取り出しセクション

から取り出していない 

食器を取り出すか、トレイスタッ

キングトロリーを交換する 

 
ドアまたはクリーニングフラップ

が開いている 

ドアまたはクリーニングフラップを

閉じる 

 
ベルトがブロックされ、安全遮断

が作動する 

障害物を取り除き、必要に応じて

コンベアベルトを逆走させる 

 

カトラリーコンベア上にカトラリー

が蓄積され、コンベアが停止す

る（高さ制限） 

ベルトにカトラリーを配分する 

 緊急停止機能が稼働される 緊急停止機能をリセットする 

 食器洗浄機が充填

されない 

ストップバルブが閉じている ストップバルブを開く 

 
給水ラインのダートトラップが詰

まっている 

ダートトラップを清掃する 

 
食器洗浄機が充填

されない 

電極センサー/フロートスイッチ

が汚れている 

エアギャップ/フロートスイッチを

清掃する 

 ドアが開いている ドアを閉じる 

 すすぎスプレーが

行われない 

ストップバルブが閉じている ストップバルブを開く 

 
給水ラインのダートトラップが詰

まっている 

ダートトラップを清掃する 

 
蒸気が漏れる カーテンの掛け方が間違ってい

るか、カーテンがない 

カーテンを点検し、正しく装着す

る 

 
温度が高すぎます 温度をチェックし、必要に応じて

技術者に調整を依頼する 

 

洗浄 すすぎシステム、乾燥ノズ

ル、エアガイドプレートが曲がっ

ているか、または正しく装着され

ていない 

点検し、必要に応じて調整する/

正しく装着する 

 食器に水跡や筋が

残る 

リンス剤が適切でない 製品を交換する 

 投入量が誤っている 投入量を調整する 

 

大きすぎる容器をすすいだ際、

洗剤がすすぎゾーンに入り込ん

だ 

ポンプすすぎの水を入れ替える 

 
すすぎ水のミネラル含有量が多

すぎる 

水の前処理が必要な場合あり 

 
水の前処理に不具合があるか、

再生が行われていない 

水の前処理を点検し、必要に応

じて再生を実行する 

 
設置場所によって新鮮水の水質

が異なる 

水質に応じて水の前処理を選択

する 
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 故障 トラブル 考えられる原因 対策 

 
カーテンの掛け方が間違ってい

るか、カーテンがない 

カーテンを点検し、正しく装着す

る 

 コンベア速度が速すぎる コンベア速度を落とす 

 
洗浄タンクが激しく

泡立つ 

汚れ負荷が高すぎる（汚れすぎ） 食器を徹底的に前洗浄する/水

を交換する 

 

前洗浄や機械部品の洗浄に、手

洗い用食器洗剤または泡洗剤

が使用されている 

発泡性の洗剤や食器用洗剤を

使用しない 

 洗剤またはリンス剤が不適切 製品を交換する 

 
温度が低すぎる (< 40°C) 温度をチェックし、必要に応じて

調整する 

ここに記述されていないトラブルは、MEIKOの認証を受けたサービスエンジニアのみが解

消できます。指定の特約店または認証を受けた販売代理店までお問い合わせください。 
 

8.9.1 コンベアベルトの逆走 
 

 注意 - コンベアベルトを逆走させたり、コンベアベルトの過負荷遮断機能が非作動だと、怪我をする危険がありま

す 

• 逆走時には、誰も洗浄機に手を入れていないことを確認してください。 

• 訓練を受けた者だけがコンベアベルトの逆作業を行うようにしてください。 
 

► 洗浄機のステータスは洗浄機 オフです。 

► オペレータは権限レベル1でログインしています。 

1. [i-menu] を開きます。 

2. 輸送メニューに移動します。 

3. 逆走を選択し、[確定] ソフトキーで承認します。 

 コンベア 逆走メニューが表示されます。 

4. [確定] ソフトキーで逆走を有効化します。 

 ディスプレイに逆走 有効と表示されます。 

 コンベアベルトが一定時間（～1.5秒）逆走します。 

5. ブロックの原因となっている詰まりがなくなるまで、ステップ4を繰り返します。 

6. [戻る] ソフトキーでメニューを終了します。 

7. [ホーム] ソフトキーを押してメインメニューに戻ります。 

✓ 洗浄機のステータスは洗浄機 オフです。 
 

8.9.2 水の交換 
 

洗浄水の汚れがひどい場合は、洗浄中に食器洗浄機のタンク内の水を入れ替えることを

お勧めします。これには、洗浄作業を中断する必要があります。 

 

1. [オン/オフ] ボタンで洗浄機のスイッチをオフにします。 

 ディスプレイには「洗浄機 オフ」と表示されます。 

2. [ポンプ排出] ソフトキーを押します。 

 セルフクリーニング機能 / 排水メニューが表示されます。 

3. 補充するタンクを選択し[確定]ソフトキーで承認します。 

 選択されたタンクの水が新しくなり、設定温度まで加熱されます。ディスプレイに「使

用準備完了」と表示されたら、洗浄運転を再開できます。 
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8.10 メッセージ 
 

8.10.1 メッセージリスト 
 

 

トラブルが発生した場合、トラブルの種類に応じてディスプレイに灰色または赤色のメッセ

ージが表示されます。  

• 灰色のメッセージは、それぞれの確定ボタンで承認することができます。 

• 赤色のメッセージでは、ほとんどの場合、認証を受けたサービスエンジニア/技術者

が必要になります！ 

• これらのメッセージが表示された場合、作業を続行することはできません: 

•

 現場の電源をオフにする 

• 現場の水供給を閉じる 

• 社内技術者/技術者を呼ぶ！ 

メッセージ番号と一緒に記載されている略語は、故障箇所を示しています。製品の概要も併せて参照してください: 

略語 意味 略語 意味 

TRSP コンベア、輸送 LC リキッドクーラー 

PKSP ポンプすすぎ TR 乾燥 

WT 洗浄タンク KSP すすぎ 

WTV 前洗浄タンク GiO 逆浸透膜 

TD 熱消毒   

メッセージ 

番号 表示テキスト 処置 / 除去 

1 キンキュウテイシキノウ サドウ 原因を取り除き、緊急停止ボタンをロック解除します。 

3 メンテナンス ヲ ジッコウスル 
技術者を呼びます！ 

7 GiO プレフィルター コウカン 

9 
セイゲンサレタカドウ ガ カドウシマ

シタ 
メッセージが繰り返される場合は技術者を呼びます。 

– 運用日誌のステータスメッセージ オペレータのための情報は、承認することが可能です。 

20 リンスユニット テンケン リンス剤用キャニスターを交換します。 

21 
センザイトウニュウユニット テンケ

ン 
洗剤用キャニスターを交換します。 

22 ガスモジュール テンケン ガスモジュールの説明を参照 

5, 6, 8, 30–31, 34–39, 48–56, 58–59, 82–83, 87–88, 92–93, 105–110, 155–160, 

205–210, 255–260, 405–410, 455–460, 505–510, 119–130,169–180, 219–230, 

269–280, 419–430, 469–480, 519–530, 132–135, 142–145, 183–185, 233–235, 

283–285, 433–435, 483–485, 533–535, 490–495, 540–545, 600–603, 612–614, 

622–624, 632–634, 644–648, 656–660, 668–672, 680–684, 692–696, 700–717, 

730–747, 760–777, 719–728, 749–758, 779–788, 791–792, 794–795, 797–798, 

900–993 
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番号 表示テキスト 処置 / 除去 

23 ミズショリ テンケン 水処理の説明を参照 

24 ガイブ ユソウユニット ヲ テンケン 配線図の説明を参照 

25 トウニュウシステム テンケン 投入システムの説明を参照 

26 
ゲンバ ノ アッシュククウキ キョウ

キュウ 
現場の圧縮空気の供給を点検します 

27 ガイブユニット ニ ヨル シャダン 配線図の説明を参照 

32 プログラム テイアン アリ 
稼働率が低下/上昇したため、必要に応じてプログラムを変更しま

す。 

33 
センジョウ プログラム テイアン キ

ャッカ 
介入は不必要です。 

44–46 
現場での蒸気圧上昇に関するメッ

セージ 
社内技術者/技術者を呼びます。 

57 
ジドウキュウトウ オンスイカイロ サ

ドウチュウ 
介入は不必要です。 

60/70 フラップ オープン 
すべてのフラップを閉じてください。メッセージが繰り返される場合

は技術者を呼びます。 

61–62/ 71–72 
フラップスイッチシンゴウ イッチシ

ナイ 

作業の続行は制限付きで可能です 

技術者を呼びます！ 

80/85/90 コンベア オーバーロード (キカイ) 
引っ掛かって動かなくなっているものを取り除く（必要であればベル

トを逆走させる）。 81/86/91 
コンベア オーバーロード (モーター

デンリュウ) 

84/89/94 タカサ セイゲン 原因を取り除きます。 

100/150/200/

250/400/450/

500 

初期充填エラー 
排水ストレーナーを点検し、場合によってはそのシールや密閉性を

確認しクリーニングしてください。供給パイプ内のダートトラップを点

検し、必要に応じて清掃します。 
101/151/201/

251/401/451/

501 

補充エラー 

102/152/202/

252/402/452/

502 

ドア オープン 
ドアを閉じます。メッセージ（ドア故障）が繰り返される場合は技術者

を呼びます。 

103,104/ 

153,154/203,2

04/253,254/4

03,404/453,45

4/503,504 

ドアスイッチ シンゴウ イッチシナイ 
作業の続行は制限付きで可能です 

技術者を呼びます！ 

111/161//211

/261/411/461

/511 

Mフィルターポンプ ネツセッテン 

洗浄システムを点検します: 正しく装着されているか、キャップが外

れていないか。排水ストレーナーを点検します。汚れを取り除きま

す。エラーメッセージが繰り返される場合は技術者を呼びます。 

112/162/212/

262/412/462/

512 

フィルターボックス ナシ フィルターボックスを正しく装着します 

113/163/213/

263/413/463/

513 

ハイスイストレーナー ナシ 
排水ストレーナーを正しく装着します。エラーメッセージが繰り返さ

れる場合は技術者を呼びます。 

115/165/215/

265/415/465/

515 

ホジュウリョウ ガ イジョウニ タカイ 

洗浄システムを点検します: 正しく装着されているか、キャップが外

れていないか。排水ストレーナーを点検します。汚れを取り除きま

す。エラーメッセージが繰り返される場合は技術者を呼びます。 
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番号 表示テキスト 処置 / 除去 

117/167/217/

267/417/467/

517117/167/2

17/267/417/4

67/517 

Mフィルターポンプ サドウジカン チ

ョウカ 

118/168/218/

268/418/468/

518 

洗浄圧力に深刻な問題 

131/181/231/

/281/431/481

/531 

サイショウレベル シタマワッテイル 

-> 

コンベア テイシ 

洗浄システムを点検します: 正しく装着されているか、キャップが外

れていないか。排水ストレーナーを点検します。汚れを取り除きま

す。エラーメッセージが繰り返される場合は技術者を呼びます。 

– テイアツスイッチ サドウ FrigorTec社の取扱説明書を参照します。必要に応じてFrigorTec社

に連絡します 611–631 コウアツスイッチ サドウ 

640/652/664/

676/688 
ドア オープン 

ドアを閉じます。メッセージ（ドア故障）が繰り返される場合は技術者

を呼びます。 

641,642/653,6

54/665,666/6

77,678/689,69

0 

ドアスイッチ シンゴウ イッチシナイ 
作業の続行は制限付きで可能です 

技術者を呼びます！ 

718/748/778 リンスユニット テンケン リンス剤の充填レベルを点検します 

790/793/796 ミズショリ ヒサドウ 
必要に応じてプレフィルターを交換します。メッセージが繰り返され

る場合は技術者を呼びます。 

791/794/797 ゲンバ ノ キュウスイ カクニン 現場の給水を点検します。 
 

 

9 清掃 
 
 
 

 

 

 注意 - 高温の機械部品による火傷の危険性  

• 洗浄前にマシンを冷ましてください。 

• 必要に応じて、保護手袋を着用してください。 

• 所定のハンドルは、開閉のみに使用してください。  

 

 注意 – 水の浸入による電気系統の物的損害 

• 機械、コントロールキャビネットやその他の電気工学コンポーネントは、決して水用ホースや高圧洗浄機、スチーム

クリーナーなどを使って洗浄しないでください。 

• 水が誤って機械内に浸入しないように確保してください。 

• 地上階に設置する場合は、決して周囲の空間が水浸しにならないようにしてください。 
 

 注意– 刺激性の強い洗剤の気化 

 刺激性の強い洗剤やケア製品が機械周囲で使用される場合、それが気化することによって機械に損害を与える

可能性があります。 

• 洗剤およびケア製品が直接機械と接触する可能性がないようにしてください。 

• 刺激性の強い洗剤 (例えば刺激性タイル用洗剤等) を周囲環境のクリーニングに使用しないでください。 

• 製品包装上にある注記に留意してください。 

• もし不安が残るようであれば、使用する前にこの製品の提供者に情報をお求めください。 
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9.1 清掃のために洗浄機を空にする  
 

洗浄機を洗浄する前に、すべてのタンクを空にする必要があります。これにより、汚れた水

が洗浄機から完全に取り除かれます。清掃後、洗浄機はきれいな新鮮水で充填されま

す。 

 洗浄機のステータスは洗浄機 オフです。 

 すべてのドアとフラップが閉じられています。 

1. [オン/オフ] ボタンを押します。 

2. [ポンプ排出] ボタンを押します。 

 セルフクリーニング機能/排水メニューが表示されます。 

3. 矢印ボタンでセルフクリーニング機能を選択し、確定します。 

✓ すべてのタンクが空になり、ヒートリカバリーシステムが清掃されます。このプロセス

が終了すると、ディスプレイ上に「洗浄機 オフ」と表示されます。 
 

 

 

 

1 投入セクションの清掃作業 

2 ヒートリカバリーシステムの清掃 

3 内部の清掃 

4 取り出しセクションの清掃作業 

 
 

9.2 投入セクションの清掃作業 
 

 洗浄機が空になり、ステータスは「洗浄機 オフ」です。 

 

  

 

1. フラップ (1) を取り外します。 

2. 投入セクションの水受け (2) を取り外

し、清掃します。 

3. 投入セクションのトレイをすすぎます 

(3)。 

4. 投入セクションのストレーナーを引き抜

き、すすぎます。 

5. 洗浄した部品を再び装着します。 

✓ 投入セクションが清掃されました。 
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9.3 ヒートリカバリーシステムを清掃する 
 

 注意 - 洗浄機上部で作業する際には、転倒の危険があります！ 

• 安全な昇降具を使用してください。 

• 安全靴を着用してください。 
 

 洗浄機が空になり、ステータスは「洗浄機 オフ」です。 

 

  

 

1. フラップ (1) をヒートリカバリーシステム

から取り外します。 

2. ハンドシャワーでヒートリカバリーシステ

ムを入念にすすぎます (2)。 

注意！熱交換器のフィンは繊細で壊れや

すいです。フィンを曲げないでください。 

3. 供給トンネルの上にあるフラップ (1) を

取り外します。 

4. ハンドシャワーでヒートリカバリーシステ

ムを下からすすぎます (2)。 

5. フラップを再び取り付けます。 

✓ ヒートリカバリーシステムは清掃されま

した。 

 
 

9.4 取り出しセクションの清掃作業 
 

 洗浄機が空になり、ステータスは「洗浄機 オフ」です。 

 

 

1. フラップを取り外します (矢印) 

2. 取り出しセクションのトレイをすすぎま

す。 

3. フラップを装着します。 

✓ 取り出しセクションが清掃されました。 
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9.5 機械内部をクリーニングする 
 

 洗浄機が空になり、ステータスは「洗浄機 オフ」です。 

1. 主電源をオフにし、水道のストップバルブを閉めます。 

 

  

 2. タンクの内側にスプレーをかけます。 3. タンクカバー網を取り外し、清掃します。 

 

  

 
4. ストレーナーバスケットを取り外し、清掃

します。 

5. タンク排水バルブを取り外し、清掃しま

す。 

 

  

 6. タンク底部にスプレーします。 7. 防滴カーテンを取り外し、清掃します 

 

  

 

8. 洗浄システムとすすぎアームを取り外

し、清掃します。すすぎアームのエンド

キャップは、この目的のために取り外す

ことができます。 

9. 洗浄した部品を逆の順序で機械に再び

装着します。エンドキャップがすすぎア

ームにしっかりと取り付けられているこ

とを確認します。 

✓ 洗浄機内部が清掃されました。 
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9.6 カルキ除去 
 

 注意 –スケール除去剤の残留物は、プラスチック部品とシールを破壊します 

• スケール除去剤は食器洗浄機内部に残留させないよう、完全にすすぎ流してください。 

 
 

カルキを含む水は、機械内部にカルキの堆積を発生させるおそれがあります。 

洗浄タンクやブースターヒーターの加熱棒にカルキが堆積すると、加熱棒の過熱や焼損に

つながるおそれがあります。これは洗浄機に欠陥をもたらします。定期的にスケール除去

を行うことで、洗浄機の寿命を延ばすことができます。 

洗浄機の内部に付着したカルキ堆積は、洗浄結果には影響しません。 

 

スケール除去の手順: 

1. スケール除去剤を使用して、洗浄機内のカルキ堆積を取り除きます。製造元の指示

に従ってください。 

2. スケールを除去したら、洗浄機内部を十分にすすぎ、空になるまで排出を行って、ス

ケール除去剤の残留物をすべて取り除きます。 

3. 続いて、洗浄機に新しい水を充填し、少なくとも15分間は空運転してから、その後初

めて食器を積載してください。 

✓ 洗浄機のカルキが取り除かれました。 
 

9.7 洗浄機外側を清掃する 
 

 注意 – 不適切なクリーニングによるステンレススチールの物的損害 

 ステンレススチールのクリーニングに不適切な洗剤やケア製品、並びにクリーニング用品を使用した場合、機械の

損害、異物付着あるいは着色が生じてしまう可能性があります。 

• 刺激の強い洗剤や研磨剤は絶対に使用しないでください。 

• 塩酸や塩素系漂白剤を含む洗剤は絶対に使用しないでください。 

• ステンレススチールではないものに一度使用されたクリーニング用品を使用しないでください。 
 

 洗浄機のスイッチはオフになっています。 

 すべてのドアとフラップが閉じられています。 

1. 柔らかい布かスポンジで洗浄機のパネルを清掃します。 

2. 低刺激のステンレススチール用洗剤で汚れを落とします。 

3. 洗浄後、表面を布で拭いて乾かします。 

 洗浄機外側が清掃されました。 
 

  



 

9019638  45 / 54 
 

10 メンテナンス 
 

 

注意事項 

メンテナンス作業は、MEIKO の認証を受けたスタッフのみが行ってください！ 
 
 

10.1 メンテナンスプラン 
 

メンテナンス作業 点
検

済
み

 

清
掃

済
み

 

新
品

に
交

換
済

み
 

メンテナンス間

隔  

(最小) 
 

1. ディフェクトメモリー 

ディフェクトメモリーに異常がないかチェックする    毎年 

2. ポンプ 

ポンプに漏れや目に見える損傷がないか点検する    毎年 

ポンプ稼働中の騒音と機能を点検する    毎年 

スライドリングシーリングを交換する (使用されていない場合はスキップ): WTV、WT 1、

WT 2、WT 3、PKSP、TD1、TD2 
   

5000時間後、ま

たは2年ごと 

3. 洗浄タンク、洗浄システム、すすぎシステム 

洗浄システムとホルダーの機能点検および目視での確認    毎年 

新鮮水前洗浄トンネルのスプレーパターンを点検する (M-iQ CUP / オプション)    毎年 

洗浄システムの立上り管のゴムシールを目視で確認し、必要に応じて交換する    毎年 

ポンプすすぎの立上り管のゴムシールを交換する    毎年 

エアギャップ、タンクの装着状態を点検し、必要に応じて清掃する    毎年 

排水ストレーナー、Oリングを目視で確認する    毎年 

フィルター、Mフィルターを目視で確認する    毎年 

ドアガイド、ローラースプリングを目視で確認する    毎年 

ローラースプリングを交換する 
   

ドア動作10,000回

後、または5年後 

タンク内の水位を点検する    毎年 

4. 乾燥 

モーターおよび換気グリルを目視で確認する    毎年 

ヒーター設置スペース、ファンホイール、ファンハウジングを清掃する    毎年 

蒸気仕様: 熱交換器を清掃する    毎年 

エアノズルおよび吸気口の清掃    毎年 

5. 振動乾燥 (M-iQ CUP)) 

ベアリングの動きやすさと摩耗状態を点検する    毎年 

必要に応じ、ベアリングにグリースを塗布する (ステンレススチールベアリングを除く)    毎年 

ドライブチェーンの伸びや摩耗状態を点検し、必要に応じて潤滑する    毎年 
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可動部のネジ接続がしっかり締まっているか確認する    毎年 

6. ヒートリカバリー/排気ダクト 

排気ブロアーと熱交換器を清掃する    毎年 

7. 新鮮水すすぎシステム 

排気ブロアーと熱交換器を清掃する    毎年 

ノズル、リンスアーム、リンスアーム固定部を目視で確認する    毎年 

新鮮水による最終すすぎの立上り管のゴムシールを交換する    毎年 

新鮮水すすぎシステムのモジュール 

排気ブロアーと熱交換器を清掃する    毎年 

システム分離ポンプ、換気グリルの漏れを目視で確認する    毎年 

システム分離タンク内のフロートスイッチの最小/最大位置を点検する    毎年 

システム分離タンク内のフロートバルブを点検する    毎年 

新鮮水すすぎシステムのモジュールのダートトラップを清掃する    毎年 

洗浄機内部のリンス剤供給における漏れを目視で確認する    毎年 

8. 設置領域 

給水ラインのダートトラップを清掃する    毎年 

漏れを目視で確認する    毎年 

9. コンベア 搬送 

ギアモーターおよび開口部を目視で確認する    毎年 

駆動チェーンの潤滑が十分か目視で確認する    毎年 

ベルト張力を点検する    毎年 

偏向プーリーおよび調整リングを目視で確認する    毎年 

10. Mフィルター 

密閉性と吸引能力を目視で確認する    毎年 

11. ポンプすすぎから前洗浄タンクへの排水管（バイパス） 

ホース接続と接続部の漏れを点検する    毎年 

12. 洗浄機全体の機能点検 

使用準備完了まで充填と加熱を点検する    毎年 

M-Commanderで15分間の試運転を行い、I/Oの記録を点検する    毎年 

食器リミットスイッチを点検する    毎年 

漏れがないか洗浄機全体を目視で確認    毎年 

製品の下のケーブル取り回しを目視で確認する    毎年 

すべての電気ヒーターの電力消費量をチェックする（配線図を参照）    毎年 

スイッチキャビネットファンの機能テスト    毎年 

ファンおよび開口部を点検する（「機械ルーフが覆われていない」など）    毎年 

新鮮水による最終すすぎモジュール電装盤内のファンの機能テスト    毎年 

排気ファンモーターの機能を点検する    毎年 
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バイパスラインの電磁弁の機能を点検する    毎年 

ヒートリカバリー内の洗浄アームの機能を点検する    毎年 

13. コンベアシステム 

コンベアベルトまたはラックコンベアが正常に動作することを確認する    毎年 

過負荷時の製品の遮断機能を点検する    毎年 

ライトバリアに損傷がないか点検する（自由落下カップシュートがある場合のみ）    毎年 

14. サイクロンハウジング（前洗浄ゾーンのサンドフィルター）（オプション） 

水回路の漏れの目視での確認    毎年 

15. オプション 

統合型逆浸透システム 

漏れがないかシステム全体を目視で確認    毎年 

プレフィルターを交換し、別個の点検レポートを記入する    半年ごと 

蒸気の設置および温水ポンプの設置（搭載している場合） 

システムが温まっていない状態で、調整タンク内の一時圧力を点検する    毎年 

温水ポンプのスライドリングシーリングを交換する    3000時間後 

設置状態で漏れがないか点検する    毎年 

規定に準じシステム圧を点検する（圧力計プレート）    毎年 

Aircool (オプション) 

水回路と平板熱交換器に漏れがないか目視で確認    毎年 

レベルコントロールのエア配分用ホースポンプを点検する    毎年 

16. 水質と温度（単位: ℃）を点検する 

充填 

温度 (°C)     

水硬度 (°dH)     

伝導率 (µS/cm)     

温度 WT 

WT 1 (°C)     

WT 2 (°C)     

WT 3 (°C)     

温度 PKSP + TD 

PKSP (°C)     

TD 1 (°C)     

TD 2 (°C)     

KSP 1 

温度 (°C)     

水硬度 (°dH)     

伝導率 (µS/cm)     
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充填量 (L/h)     

KSP 2 

温度 (°C)     

水硬度 (°dH)     

伝導率 (µS/cm)     

充填量 (L/h)     

 電気的安全性の点検（証明書発行はオプションです) 

目視での確認を実行します     

保護導体の点検     

絶縁抵抗測定     

保護導体電流の測定     
 
 

11 使用停止 
 

スタッフが洗浄機を定期的に監視しない場合や、サービス作業を行うとき、または洗浄機

の使用を完全に終了した後は、専門的に正しい方法でデコミッショニング（運転停止作業）

を行うようにしてください。 

► すべてのドアとフラップが閉じています。 

1. [オン/オフ] ボタンを押します。 

2. [ポンプ排出] ボタンを押します。 

 セルフクリーニング機能/排水メニューが表示されます。 

3. 矢印ボタンでセルフクリーニング機能を選択し、確定します。 

 すべてのタンクを空にし、ヒートリカバリーシステムが清掃されます。このプロセスが

終了すると、ディスプレイ上に「洗浄機 オフ」と表示されます。 

4. 主電源をオフにします。 

5. 給水ストップバルブを閉めます。 

✓ 洗浄機の使用が終了されました（デコミッショニング完了）。 
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12 解体および廃棄処分 
 

梱包および古い装置は、有効資源や再利用可能な素材の他に、古い装置の機能および

安全のために必要ではあったものの、人体および環境に有害な物質を含んでいる可能性

があります。 
 

12.1 古い装置の解体および廃棄処分 
 

 警告 – ケミカル製品との接触による怪我の危険 

• ケミカル製品の製造元の安全データシートと投入推奨事項に注意してください。 

• 安全眼鏡を使用してください。 

• 保護手袋を着用してください。 

• 種類が違うケミカル製品を混ぜないでください。 
 

必要に応じて、新鮮水で機械部品、容器、薬剤投入ユニットおよびホースを洗浄し、化学

的残留物を除去します。この際、適切な保護具 (手袋、安全眼鏡) を着用してください。 

 

 

機器にはこのシンボルで印がつけられています。ご使用の古い機器を適切に廃棄処分

するには、現地の規定に従ってください。 

コンポーネントを素材ごとに分け、可能な限りリサイクルできるように処分してください。 
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13 索引 
 

G 

GiO-TECH .................................................................................. 26 

Green Eye ................................................................................... 26 

I 

i-menu .......................................................................................... 21 

オ 

オプション ................................................................................ 26 

ガ 

ガラスコントロールパネル .............................................. 18 

カ 

カルキ除去 ................................................................................ 44 

ク 

クリーニング 

機械内部 ............................................................................................. 43 

ス 

スタッフに対する要件 ........................................................ 12 

ステータス表示 ...................................................................... 18 

ソ 

ソフトキーのレイアウト ................................................... 20 

タ 

タイマーの有効化.................................................................. 34 

タイマーの設定 ...................................................................... 34 

テ 

テクニカルデータ.................................................................. 27 

ト 

トラブルに関するヘルプ ................................................... 36 

ハ 

ハンドリフトまたはハンドトラックでの輸送 ....... 31 

ヒ 

ヒートリカバリーシステムを清掃する ..................... 42 

ブ 

ブルーの操作コンセプト .................................................. 25 

ベ 

ベルトリミットスイッチ .................................................. 11 

ベルトを逆行させる ............................................................ 37 

ボ 

ボタン .......................................................................................... 19 

メ 

メッセージリスト ................................................................. 38 

メンテナンスプラン ............................................................ 45 

メンブレンキーパッド ....................................................... 23 

不 

不適切な使用 .............................................................................. 8 

作 

作業場所 ..................................................................................... 27 

使 

使用停止 ..................................................................................... 48 

保 

保護等電位ボンディング .................................................. 25 

信 

信号ランプ ................................................................................ 26 

分 

分解 ............................................................................................... 49 

初 

初期試運転 ................................................................................ 31 

制 

制限された稼働 ...................................................................... 25 

包 

包装材の廃棄処分 ................................................................. 31 
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危 

危険な状況が発生した場合 .............................................. 12 

取 

取り出しセクションの清掃作業 .................................... 42 

取扱説明書に関する注記 ..................................................... 5 

図 7 
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古い装置の廃棄処分 ............................................................. 49 

周 
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安 

安全に関する注意事項 .......................................................... 9 

安全マークと安全標識 ........................................................ 11 

安全性 ............................................................................................ 8 
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緊急オフ機能 .................................................................................... 11 

緊急停止機能 ................................................................................... 11 

建 

建造物換気システムに対する要件 ............................... 30 

投 

投入セクションでの作業 ................................................... 32 

投入セクションの清掃作業 .............................................. 41 

振 

振動乾燥 ..................................................................................... 26 

排 

排水接続部の要件.................................................................. 29 

日 

日付の設定 ................................................................................ 34 

時 

時刻の設定 ................................................................................ 34 

概 

概要表示 ..................................................................................... 14 

権 

権限レベルの変更 ................................................................. 33 

機 

機械の名称 ................................................................................... 5 

機械の電源をオフにする .................................................. 33 
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水 
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洗浄運転中に投入セクションのストレーナーを清
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納 
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